
１．宅地造成及び特定盛土等規制法の概要
令和３年７月の静岡県熱海市での土石流災害を契機に、現行制度上の課題を
踏まえ、土地の用途にかかわらず、危険な盛土等を全国一律の基準で包括的に
規制するものとして、宅地造成等規制法を抜本的に改正して宅地造成及び特定
盛土等規制法（以下「盛土規制法」という。）が令和５年５月２６日に施行さ
れました。

２．規制区域
岡山市では、盛土規制法及び国土交通省が示す基本方針に基づき基礎調査を
行い、宅地造成等工事規制区域及び特定盛土等規制区域の規制区域（案）を作
成しました。

（１）規制区域の考え方
盛土等の崩壊により人家等に被害を及ぼしうるエリアとして、２つの区域
を指定します。

（２）規制区域の範囲
岡山市では国土交通省の基礎調査実施要領に基づき、作成を進めたところ、
岡山市内全域が「宅地造成等工事規制区域」若しくは「特定盛土等規制区域」
となる見込みです。

宅地造成及び特定盛土等規制法に基づく規制区域について

宅地造成等工事規制区域
市街地や集落、その周辺など、
盛土等が行われれば人家等に危
害を及ぼしうるエリア

特定盛土等規制区域
市街地や集落などから離れているものの、
地形等の条件から、盛土等が行われれば人
家等に危害を及ぼしうるエリア等
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３．許可を要する盛土等の規模

＜土地の形質の変更(盛土・切土＞

＜一時的な土石の堆積＞


